
学校法人昭徳学園九州動物学院 

平成 30 年度自己点検評価 

2019.3.29 

Ⅰ 本年度に定めた重点目標や計画等 

１ 学生募集は 40 名入学を目指す。 

２ 就職率 100％を目指す。 

３ 認定動物看護師試験 100％合格を目指す。 

【具体的取組】 

  １ 学生による授業評価のアンケート調査の実施 

  ２ 学院運営についての保護者アンケート調査の実施 

  ３ 外部講師との意識共有のため、講師会議以外の機会の充実 

  ４ 外部識者による学校評価委員会の立ち上げと評価の実施 

Ⅱ 職員評価結果 

平成 29年度、30年度との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１ 教育理念・目標 3.3→3.3（2017 年度評価→2018年度） 

１教育理念・目標 平均評価 記載文書等 

学校の理念や社会ニーズを反映する教育目

的・育成人材像は明確に定められているか 3.4 
学生便覧の理念・目標 

学校における職業教育の特色は明確になっ

ているか 

 

3.6 
教育課程編成委員会議事録、専門実

践教育訓練調査表、パンフレット、

カリキュラム検討委員会、オープン

キャンパス講義 

学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来

構想等が学生・保護者等に周知されているか 2.9 
新入生・保護者対象入学前オリエ 

ンテーション、学生便覧、パンフ 

レット 

※評価の欄は適切 4、ほぼ適切 3、やや不適切 2、不適切１の平均。（以下同様） 
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〇課題 

・教育目標・人材育成像を学生に反映させる。 

・学生・教師ともに意識の違いがある。 

・入学後の保護者とのやり取り、情報の共有が不足している。 

〇今後の改善策 

・学生たちの目にふれる場所に提示など。 

・教職員が同じ気持ちにならないと学生の気持ちはよい方向には向かない。 

・定期的な保護者会の実施。 

 

２ 学校運営 3.3→3.3 

２学校運営 評価 記載文書等 

事業計画に沿った運営方針は策定されてい

るか 

教育方針や教育目的等に沿った運営方針が

策定されているか 

3.3 
理事会・評議員会議事録、各種会

議 

運営方針に沿った事業計画が策定されてい

るか（教務・財務意思決定システム制度は整

備されているか） 

3.2 
組織図、理事会・評議員会議事録 

学校運営に関する（事業計画、予算編成、教

育活動等）に対する評価を結論として取りま

とめた評価報告書を作成しているか 

3.3 
自己点検評価報告書 

運営組織や意志決定機能は、規則等において

明確化され、人事、給与に関する規定も含め、

有効に機能しているか 

2.8 
理事会・評議員会議事録、組織

図、校務分掌、就業規則、賃金規

定、面談記録 

業界や地域社会等に対するコンプライアン

ス体制が整備されているか 3.3 
就業規則、賃金規定、講師就業規

則 

教育活動に関する情報公開が適切に整備さ

れているか 3.5 
HP学校の概要・活動内容、SNS、

オープンキャンパス、九動通信 

〇課題 

・校務分掌の見直しと明確化 

・フェイスブックやブログ(活動内容)の投稿は、文章写真の確認をする場を設けてから投稿する。 

・事業計画・運営方針などを全体で話し合う場がない。 

〇今後の改善策 

・校務について会議を開く。 

・学校の活動内容を SNSに掲載する担当はそれぞれ当番制にするといいと思う・ 

・職員会議・部門別会議などを毎月定期的に実施する。 

３ 教育活動 3.6→3.0 

３教育活動 評価 記載文書等 

教育理念に沿った教育課程の編成・実施

方針等が策定されているか 3.4 
学生便覧、シラバス、時間割、年間

行事 

教育理念、育成人材像や業界のニーズを

踏まえ、修業年限に対応した教育到達レ

ベルや学習時間の確保は明確にされて

いるか 

3.4 
講師会議資料、シラバス 



教育理念・到達目標に沿って学科等のカ

リキュラムは体系的に編成されている

か 

3.6 
シラバス、カリキュラム 

講義及び実習に関するシラバスは作成

されているか 3.7 
シラバス 

学生によるアンケート調査等で、適切に

授業評価を実施しているか 2.4 
 

適切な評価体制を有し、授業評価が実施

されているか（教育内容及びその評価方

法、手段、スケジュールは適切か 

2.8 
講師会議資料 

職業教育に対する外部関係者からの評

価を取り入れているか 2.7 
 

成績評価・単位認定、進級・卒業判定の

基準は明確になっているか 3.2 
 

人材育成目標の達成に向け各授業を行

うことができる要件を備えた教員を確

保しているか 

2.8 
 

動物看護関連分野との連携による優れ

た教員（本務・兼務含む）を確保するた

めの活動が行われているか 

3.0 
 

関連分野における先端的な知識・技能を

修得するための研修や教員の育成指導

力育成等資質向上のための取組が行わ

れているか 

2.2 
 

カリキュラムは自主学習を含む学習時

間・学習方法を、学生の生活時間や学習

時間に配慮して設計されているか 

3.0 
 

講義に関し機構推奨のコアカリキュラ

ムあるいはそれに準じたカリキュラム

が実施されているか 

3.4 
 

実習に関し、機構推奨コアカリキュラム

あるいはそれに準じたカリキュラムが

実施されているか 

3.8 

 

 

講義・実習等の受講前に学生の能力等に

不足がないかを確認するためのアンケ

ートやヒアリングを行っているか 

2.0 
 

動物を使用する実習、実験等に関し、こ

れらに関する倫理・動物の福祉について

規制やマニュアルが整備され、公表され

ているか 

2.7 
 

学生の成績情報等への閲覧制限が適切

に設定されているか 3.7 
 

〇課題 

・できた、分かったを積み重ねさせる指導力を持ち、90分間授業 15回できる教員の確保。 

・授業の評価・進級・卒業判定の基準が明確ではないと思われる。 

〇今後の改善 

・各先生方に、授業の展開方法の提示を行う。 



・授業への学生アンケートの実施。進級・卒業判定会の復活と基準の明確化。 

 

４教育成果 3.3→3.0 

〇課題 

・学生に係る業務は全て担任の仕事となっている。他の学校に比べ学生数が少ないので、全職員で学生と

かかわるようにする。 

・1年次インターンシップ（外部インターンシップ）に行く前の事前教育の不足。 

〇今後の改善策 

・教育経験者(担任)になれる職員を入れる。 

・1 年生全体に向けてのインターンシップの事前教育の実施。 

 

５学生支援 3.4→3.3 

５学生支援 評価 掲載文書等 

進路・就職に関する支援体制は整備さ

れ、それはきちんと学生や保護者に周

知されているか 

3.0 
就職サポートシステム（教育支援課学生

支援課全科上げての支援体制を構築 

学生の健康管理を担う組織体制が整備

され、有効に機能しているか 

学生の健康管理を担う組織体制はある

か 

3.4 
学院運営歴（健康診断受診日程）産業医

委託 

 

 

学生に対する経済的な支援体制は整備

されているか 3.7 
奨学金申請サポート等 

 

４教育成果 評価 記載文書等 

就職率の向上が図られているか 
3.0 

インターンシップ協定書 

巡回先事業所コメント 

資格取得率の向上が図られているか 
3.1 

ライセンス対策授業（各種資格の必要性、

試験案内等） 

入学者に対する卒業率はどうか 
3.0 

担任制による日常ケア（ホームルーム等）、

個別面接、学生相談室（会議室、図書室等） 

在校生の社会的な活動に対し、それ

を把握し評価する体制があるか 3.3 
巡回先事業所、高校コメント 

連絡網による定期的な情報提供 

学生の学修成果の評価に際して、育

成する人材像に沿った評価項目を定

め、明確な基準で実施されているか 

2.8 
 

教育・訓練及び実習等を委託する場

合、その目的、要望事項及びそれに対

する評価項目等の依頼を明確にして

いるか 

2.8 
 

総合臨床実習（インターンシップ）に

ついて、依頼先の獣医師等と十分な

コミュニケーションをとり、その内

容、評価法等を事前に決め、評価して

いるか 

2.8 
 



学制相談に関する体制は整備されてい

るか（相談窓口が設置されているか） 3.4 
担任制による日常ケア（ホームルーム

等）、個別面接 

学生相談室（会議室、図書室等利用） 

課外活動に対する支援体制は整備され

ているか 3.1 
学生便覧、時間外活動 

学生の生活環境への支援体制は整備さ

れているか 3.3 
アパート、アルバイト案内 

保護者との連携は適切か 
3.3 

担任制のよる日常ケアし、保護者へは必

要に応じて対応 

卒業生への支援体制はあるか 
3.0 

卒業生への求人票の回覧 

社会人のニーズを踏まえた教育環境が

整備されているか 3.0 
担当による事業所巡回及び学生への情

報提供 

高校・高等専修学校等との連携による

キャリア教育・職業教育の取組が行わ

れているか 

3.4 
高校インターンシップの受入れ 

〇課題 

・学校側の保護者とのかかわり方が少ない。 

・進路・就職に関する支援体制は整備されているが、保護者への周知はできていないと思われる。 

〇今後の改善策 

・保護者向けの学級通信などをつくり、学生の生活の様子が分かるように発信する。 

・保護者会の実施。 

 

６教育環境 3.7→3.5 

〇課題 

・入学者増に伴う顕微鏡、トリミング台の不足。 

６教育環境 評価 掲載文書等 

１施設・設備は、教育上の必要性に十分

対応できるよう整備されているか 3.0 
専門実践教育訓練調査票一式、固定

資産台帳 

２防災に対する体制は整備されている

か 3.7 
防災管理組織図、防災訓練実施 

３実習室には検査に必要な設備が備わ

っているか 3.4 
 

４基本的な動物看護実習に用いる動物

を使用できる実習室が備わっているか、

また必要な数の動物が使用できるか 

3.8 
 

５自己学習に必要な図書室ないし図書

スペース及びコンピュータが利用でき

る環境を設置しているか 

3.8 
 

６学校施設・備品等が定期的に管理点検

されているか 3.5 
 

７実習室等の学校施設、設備の利用割り

当て（スケジュール管理）が明確になっ

ているか 

2.9 
 

８海外研修制度はあるか。また、その際

の学生への指示、教育は十分に実施して

いるか。 

3.7 
 



〇今後の改善策 

・設備・備品に関しての適正な予算計上。評価システムの確立。 

 

 

７学生募集と受入れ 3.4→3.1 

７学生募集と受入れ 評価 掲載文書等 

学生募集活動は適正に行われているか 
3.7 

入学出願書・身上書、成績証明書 

学納金の金額は妥当か 
2.6 

学費・補助活動費一覧 

障がい等、特別な措置が必要な学生へ

の対応を定め、共有しているか 3.0 
 

（３）課題 

・学納金の金額は妥当か、見直す必要があるのではないか。 

・障がいを持った学生・留学生希望者への対応の確立。 

（４）今後の改善策 

・障がいを持った学生への対応は、ハローワークなどの公的機関との連携を進める。 

・留学生への対応は準備委員会を設置する。 

８財務  →3.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇課題 

・予算・収支計画・財務内容を職員が把握できていない。 

 

〇今後の改善策 

・情報を開示してもらい、各部門の問題点を各部門で話し合って意見を言え、それぞれの問題点を自覚し

た上で問題解決を図り改善策を話し合える体制づくり、積み上げ式の予算作成を目指す。 

 

９法令順守 3.0→2.8 

８財務 評価 掲載文書等 

中長期的に学校の財務基盤は安定し

ているといえるか 2.3 
 

予算・収支計画は有効かつ妥当なも

のとなっているか 3.0 
 

財務について会計監査が適正に行わ

れているか 3.8 
 

財務情報の公開の体制整備はできて

いるか 2.8 
 

９法令等の遵守 評価 掲載文書等 

個人情報に関し、その保護のための対

策がとられているか 3.3 
学生便覧（プライバシーポリシー）、学生

指導マニュアル、就業規則、文書取扱規定 

自己点検・自己評価の実施と問題点の

改善に努めているか 2.8 
ホームページ学院概要 

法令・専修学校設置基準等の遵守と適

正な運営がなされているか 3.4 
 



 

〇課題 

・職員が課題の改善がみられない。 

・教員・職員個人の自己点検・自己評価が不十分だと思える。 

〇今後の改善策 

・職員全員による定例の会議を開き、情報共有や学校課題の改善を図る。 

・個人の自己点検・自己評価システムを確立する。 

１０社会貢献・地域貢献 4.0→3.7 

〇課題 

・TNRへの学生参加規程が明確になっていない。 

 

〇今後の改善策 

・参加規程を明確にする。（特に終了時間を明確にする。） 

 

１１国際交流  →2.4 

１１国際交流（必要に応じて） 評価 掲載文書等 

留学生の受入・派遣について戦略を持

って行い、在籍管理等において適切な

手続きがとられているか 

2.3 
 

学修成果が国内外で評価される取組を

行っているか 2.5 
 

（３）課題 

 

（４）今後の改善策 

 

個人情報に関し、その保護のために対

策がとられているか 3.0 
 

自己評価の実施と問題点の改善を行っ

ているか 2.5 
 

自己評価結果を公開しているか 
2.8 

 

教職員の職務記述書を作成し、これら

を適切な間隔で見直しているか 2.0 
 

評価目標ならびに想定される評価範囲

を整理し記述できているか 2.8 
 

教職員に対する評価方法、評価スケジ

ュール及び評価の考え方等が書類とし

て存在するか 

2.8 
 

１０社会貢献・地域貢献 評価 掲載文書等 

学校の教育資源や施設を活用した社会

貢献・地域貢献、学生のボランティア

活動を奨励や支援、地域に対する公開

講座・教育訓練（公共職業訓練等を含

む）の受託等を積極的に実施している

か 

3.7 
 


